
 

 

  

虫の声が聞こえ、少しずつ秋が近づいています。残暑、台風、朝

晩の冷え込みなど、気候の変化が大きい時期です。生活リズムを整

えて、夏の疲れを回復させていきましょう。 

9 月 1 日は「防災の日」です。普段は食べないけれど、ほかに食べるものがない

非常事態で食べる食事を非常食といいます。きらら保育園では９月１日のおやつ

に非常食として倉庫に備蓄してあるわかめご飯を提供します。日頃から子どもた

ちが非常食を食べ慣れていると、災害時にも安心して食事ができます。 

地震や豪雨などの大規模な災害が発生したときには、電気・ガス・水道などのラ

イフライン、物流機能が停止し、食料品が手に入りにくくなることから、各家庭で

水や食料品を備えておくことが必要です。保存の効く食品を一定量備蓄し、賞味

期限順に使って消費分を買い足し、常に一定量の食品を備えた状態を保つことを

「ローリングストック」といいます。レトルトパックや果物の缶詰、長期保存の紙パック

飲料、乾物など消費期限は長期ではないですが入れ替えて管理することで普段の

食事に使用しながら災害食としてもストックしておくことができます。ローリングス

トックをすることで、好きな食べ物が選べたり、普段から食べることで期限切れを

防ぐこともできます。 

 

 

 

 

空気が澄む秋は、月がより鮮やかに見えます。そのた

め、「中秋の名月」は 1 年で最も美しい月と言われてい

ます。「中秋の名月」とは、秋の真ん中を意味する「中

秋」である８月１５日に見える月のことです。「月」を鑑

賞する風習は、平安時代に中国から伝わりました。ま

た、この日は日本でも「芋名月」と言って、里芋をお供え

する風習がありました。お月見は、季節の移り変わりを

知らせてくれる月に、農作物の豊作を祈り、収穫への感

謝を表す行事と言われています。 

満月に見立てたまるいお団子と、稲穂に見立てたス

スキ、収穫した芋や野菜をお供えします。お供え物は、

月から見て右側に月見団子、左側にススキと野菜類を

並べるのがしきたりです。２０２３年の「中秋の名月」は９

月２９日です。 
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季節の食事   「お月見」 


